
ジャズを聴くときは、気分や体調に合わせて勝手にジャンル分けしています。「今日は癒
されたいな…」なら安らぎ系、「元気出したい！」ならエネルギー系、「刺激がほしい
…」ならテンション系。自分の気持ちにぴったり合った音楽に出会うと、もう感動でニヤ
ニヤが止まりません。好きなミュージシャンは、ボーカルだとジュリー・ロンドンやダイ
アナ・クラール、インストゥルメンタルだとデクスター・ゴードンやアート・ペッパーな
ど。基本的に「安心して心地よく聴ける系」が大好きで、たまにジャズに説教されたり、
心をわしづかみにされたりするのも楽しみのひとつです。

元ミュージック・バード（有料衛星デジタル放送） 
「ターンテーブルの夜」ナビゲーター：ジャズ 一ノ月　（有吉 純）
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『ターンテーブルの午後』
2026年8月30日(日)　12:00-14:30

In“Music JUNGLE”
ジャズ入門講座：テナーサックス特集

「まずは一音、テナーサックスに耳をあずけて」

日曜日の午後は、コーヒーを片手にゆったりとジャズを楽しみませ
んか？　当店では月に一度、アナログレコードの豊かな響きを通し
て、ジャズの魅力をゆっくり味わう時間をお届けしています。

本日のレコードコンサートは「テナーサックス特集」Vol.2と題し、
テナーサックスの魅力を気軽に楽しんでいただく入門編です。
テナーサックスは、人の声に近いと言われる音色を持ち、ゆったり
と語りかけるようなフレーズから、言葉があふれるようなスピード
感のある演奏まで、幅広く表情を変えます。
例えば、 John Coltrane の内省的でスピリチュアルな響きや、 Sonny 
Rollins の力強くユーモアあふれるフレーズにも、その魅力がよく表
れています。歌うように響くその音に耳をあずけながら、どうぞリ
ラックスしてお楽しみください。

本日は、今では貴重なカートリッジSHURE V15で、溝の奥に刻まれ
た倍音や空気の震えまで丁寧に掬い上げます。派手さはありません
が、音の輪郭と陰影は、より鮮明に浮かび上がるはずです。針が落
ちる瞬間から、どうぞ耳を澄ませてみてください。ジャズの持つエ
ネルギーと優しさが、皆さまのひとときを少しでも豊かにしてくれ
ることを願っております。

ナビゲーター：ジャズ 一ノ月　（有吉 純）
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■テナーサックスの演奏スタイル
テナーサックスの歴史は、大きく分けると「ホーキンス派（豪快・肉厚）」と「レスター派（軽
快・浮遊感）」の2つの源流から始まっています。
１．スイング：ホーキンス・スタイル（肉厚で豪快な王道）

1930年代、テナーサックスをジャズの主役楽器へと押し上げた「テナーサックスの父」のスタ
イルです。
音の特徴：男性の太い声のような、ゴツゴツとしていて非常に肉厚な力強い音色です。
演奏のイメージ：コード（和音）の音を細かく分解し、ドラマチックに盛り上げる重厚なアド
リブを展開します。

２．スイング：レスター・スタイル（軽やかでクールな源流）
ホーキンスの重厚なスタイルとは真逆の、引き算の美学を持ったスタイルです。
音の特徴：ビブラート（音の揺れ）を抑えた、軽やかで涼しげな、浮遊感のある音色です。
演奏のイメージ：コードに縛られず、流れるような美しいメロディ（横の流れ）を重視し、リ
ラックスして演奏します。のちのクールジャズに決定的な影響を与えました。

３．ビバップ・スタイル（スピーディーで複雑な職人技）
1940年代、ダンス音楽から「じっくり聴くための芸術」へと進化させたモダンジャズの原点で
す。
音の特徴：音の輪郭がハッキリとした、キレのあるパワフルなサウンドです。
演奏のイメージ：超高速テンポの中、アドリブで複雑な音階をギッシリと敷き詰めるように吹
き抜けます。ホーキンスとレスターの長所を融合させて発展しました。

４．モード・スタイル（クールで理知的な広がり）
1950年代後半、コード（和音）のルールを減らし、1つの音階（モード）の響きの中で自由に
演奏するスタイルです。
音の特徴：金属的で鋭く、どこかシリアスで引き締まった緊張感があります。
演奏のイメージ：従来のジャズのような「明るい・暗い」の展開ではなく、不思議な浮遊感の
中で、どこまでもフレーズが湧き出るような知的なソロを展開します。

５．フリー・スタイル（感情の爆発と絶対的な自由）
1960年代、リズム、テンポ、コードなど、ジャズのあらゆる縛りをすべて取り払った究極の自
由なスタイルです。
音の特徴：楽器が壊れるかのような叫び声（スクリーム）や、濁った音など、人間の生々しい
感情をそのまま音にします。
演奏のイメージ：あらかじめ決められたメロディやテンポは無く、その場のエネルギーや感情
を即興でぶつけ合います。美しさよりも「熱量」や「真実味」を追求します。

６．スピリチュアル・スタイル（祈りと精神世界への探求）
1960年代後半から70年代、フリージャズの流れを汲みつつ、宗教的な祈りや、アフリカ・アジ
アの民族音楽を取り入れた神秘的なスタイルです。
音の特徴：大地を揺るがすようなディープな低音から、天に上るような激しい高音まで、非常
にエモーショナルです。
演奏のイメージ：同じフレーズを呪文（マントラ）のように何度も繰り返してトランス状態を
作り出し、音楽を通じて神仏や宇宙と繋がろうとするような、深い精神性を感じさせます。

７．ボサノバ／クール・スタイル（ささやくような脱力感）
激しいジャズとは対照的に、ブラジルのボサノバなどと融合した、心地よいリラックススタイ
ルです。レスター・ヤングの直系にあたります。
音の特徴：息の音を多く混ぜた、柔らかい霧のような音色（サブトーン）です。
演奏のイメージ：耳元で優しくささやくように、流れるように滑らかなメロディを奏でます。

８．コンテンポラリー／フュージョン（現代的でパワフルな超絶技巧）
1970年代以降、ロックやR&B、ファンクなどの要素をミックスして、現代まで進化し続けてい
るスタイルです。
音の特徴：エフェクターで音を変えたり、高音域を完璧にコントロールしたりする、派手で強
力な音色です。
演奏のイメージ：人間技とは思えないような複雑で正確なフレーズを、8ビートや16ビートの
シャープなリズムに乗せて吹き荒れます。
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(1959) John Coltrane – Giant Steps / Atlantic – SD 1311
John Coltrane, tenor sax; Tommy Flanagan, piano; Paul Chambers, bass; Art 
Taylor, drums.
Atlantic Studios, NYC, May 4, 1959
A1 Giant Steps 4:43
A2 Cousin Mary 5:45
A3 Countdown 2:21
A4 Spiral 5:56

『My Favorite Things』

『A Love Supreme』

『Giant Steps』
John Coltraneの『Giant Steps』は、彼のキャリアにおける大きな転
換点であり、モダンジャズ史そのものを変えた記念碑的作品で
す。Prestige時代から培ってきたハードバップの語法と、後年のモー
ド・ジャズやスピリチュアルな探求との間を結ぶ重要な位置にあり
ます。表題曲「Giant Steps」は、後に“コルトレーン・チェンジズ”
と呼ばれる複雑なコード進行の上を驚異的なスピードで駆け抜ける
演奏です。これは単なる技巧の誇示ではなく、既存のコード進行に
よる即興表現を極限まで押し広げようとした挑戦でした。一方の
「Cousin Mary」は、ブルースを基盤とした温かみのある作品で、難
解さよりも歌心とグルーヴが前面に出ています。高度な理論探求と
黒人音楽のルーツへの愛情が、すでにこのアルバムの中で共存して
いるのです。その後の『My Favorite Things』ではモード奏法へ、
『A Love Supreme』では精神性の高い表現へと進んでいきますが、
その出発点となる発想はすでに『Giant Steps』に示されています。
「Giant Steps」が未来への扉を開いた実験作なら、「Cousin Mary」
はコルトレーンの人間味とルーツを伝える作品であり、この二曲が
並ぶことで、彼のその後の壮大な音楽的旅路が予感されるのです。

(1968) Joe Henderson – Tetragon / Milestone – MSP 9017
Joe Henderson, tenor sax; Don Friedman, piano; Ron Carter, bass; Jack 
DeJohnette, drums.
Plaza Sound Studios, NYC, May 16, 1968
A1 Invitation 6:13
A2 R. J. 5:33
A3 The Bead Game 8:36

『Tetragon』

『Page One』

『 Inner Urge』

Joe Hendersonの『Tetragon』は、Blue Note時代の鋭利なハードバッ
プ・スタイルから、より自由で内省的な表現へ移行する過程を示し
た重要な作品です。Blue Note盤の『Page One』や『Inner Urge』で
は、複雑なハーモニーを縦横に駆け抜ける知的な即興と、切れ味鋭
いフレージングが特徴でした。しかし『Tetragon』では、その高度
な技術を維持しながらも、より空間を活かした歌心豊かな表現へと
成熟しています。
「Invitation」では、神秘的なコード進行の上で音を詰め込むのでは
なく、一音一音に意味を持たせながら緊張感を構築しています。一
方のオリジナル曲「R.J.」では、ブルース感覚とモーダルな発想が
自然に融合し、リラックスした中にも深い創造性が感じられます。
そこには明らかにJohn Coltraneの影響があります。複雑な和声への
挑戦やモード的な展開、長いラインを構築する手法はColtraneから
学んだものですが、Hendersonは決して模倣者にはなりませんでし
た。Coltraneが精神的高揚を目指したのに対し、Hendersonはクール
な知性と余白の美学を重視しました。
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(1980) George Adams / Don Pullen Quartet – Earth Beams / 蘭Timeless 
– SJP 147
George Adams, tenor sax; Don Pullen, piano; Cameron Brown, bass; Dannie 
Richmond, drums.
Recorded August 3-5, 1980, in Fendal Sound Studio, Holland.
A1 Earth Beams 7:54
A2 Magnetic Love Field 4:33
A3 Dionysus 7:35

『Earth Beams』

『Breakthrough』

『City Gates』

George AdamsとDon Pullenによる『Earth Beams』は、彼らが残した
数多くの作品の中でも、情熱と叙情性のバランスが特に優れた一枚
です。『Breakthrough』や『City Gates』ではフリージャズ的な爆発
力が前面に出ていましたが、本作ではより構成美とメロディへの意
識が高まっています。
表題曲「Earth Beams」は、Pullenの独特な和声感覚と豊かなリズム
の上で、Adamsが荒々しさと優しさを併せ持つテナーを展開します。
激しいブロウの中にも歌心があり、単なるエネルギーの放出では終
わりません。一方の「Magnetic Love Field」は、彼らの作品の中でも
特にスピリチュアルな色彩が濃く、静かな導入から徐々に高揚して
いく展開に深いドラマがあります。
このカルテットの音楽には、明らかにJohn Coltraneの影響が流れて
います。Adamsの力強いテナーには後期Coltraneを思わせる叫びや
シーツ・オブ・サウンドの断片が聴かれ、Pullenの和声感覚にも
Coltraneカルテット以降のモーダルな発想が感じられます。しかし彼
らはColtraneの精神性を受け継ぎながらも、ゴスペルやブルース、さ
らにはCharles Mingus譲りの土臭さを融合させました。

以上で前半終了です。
10分間の休憩にさせていただきます。

(1982) Pharoah Sanders – Live... / Theresa – TR 116
Pharoah Sanders, tenor sax; John Hicks, piano; Walter Booker, bass; Idris 
Muhammad, drums.
Maiden Voyage, Los Angeles, CA, April 16-19, 1981
A1 You Got To Have Freedom 14:05
A2 Easy To Remember 6:38

『Live...』

『Karma』

Pharoah Sandersの『Live...』に収められた「You’ve Got to Have 
Freedom」は、彼の音楽理念を最も端的に表現した代表的演奏のひと
つです。Impulse!時代の『Karma』や『Thembi』では、絶叫にも近
いブロウや民族音楽的要素を用いてスピリチュアル・ジャズの世界を
切り開きましたが、このTheresa盤では若き日の激烈さが円熟へと変
わり、より大きな包容力を獲得しています。
「You’ve Got to Have Freedom」はシンプルなゴスペル的テーマを核
にしながら、演奏が進むにつれて祝祭的な高揚感を生み出します。か
つてのように音の洪水で圧倒するのではなく、一音一音に祈りのよう
な重みがあり、聴衆を音楽の共同体へ招き入れる力があります。
そして、この音楽の根底には常にJohn Coltraneの存在がありま
す。Coltrane晩年のグループで学んだ「音楽を精神的探求の手段とす
る姿勢」は、Sandersの全作品を貫くテーマです。ただしColtraneが
宇宙的な精神世界を目指したのに対し、Sandersはそこへブルースや
ゴスペルの人間的な温もりを加えました。
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(1982) Jimmy Forrest – Black Forrest / Delmark – DL 427
Jimmy Forrest, tenor sax; Grant Green, Guiter; Harold Mabern, piano; Gene 
Ramey, bass; Elvin Jones, drums.
Recorded December 10 & 12, 1959
A1 Black Forrest (First Take) 2:25
A2 Dog It 4:40
A3 These Foolish Things 6:05
A4 Sunkenfoal 5:24

Jimmy Forrestの『Black Forrest』に収められた「These Foolish 
Things」は、彼のキャリアでも屈指のバラード名演と言ってよいで
しょう。R&B色の濃い豪放な“タフ・テナー”として語られがちな
Jimmy Forrestですが、この演奏では力強さを抑え、太く温かな音色
だけで旋律を丁寧に歌い上げています。Prestige時代の『Out of the 
Forrest』や『Most Much!』では、ブルース感覚やハードバップの推
進力を前面に出しながらも、常にメロディを大切にする姿勢が見ら
れました。その成熟した歌心が、1959年録音のこの曲で見事に結晶
化しています。
とりわけ「These Foolish Things」では、過度な技巧や感情表現に頼
らず、一音一音に人生の陰影をにじませるようなフレージングが胸
を打ちます。若きGrant Greenのギター、Harold Mabernのピアノ、
そしてElvin Jonesのドラムなどの包容力ある伴奏も絶妙で、 Jimmy 
Forrest のテナーを美しく引き立てています。激しくブロウするだけ
ではない、メロディへの深い敬意と人間味。その魅力が凝縮された
この演奏は、Prestige諸作を含めた彼の歩みのなかでも、もっと評価
されるべき珠玉のバラードです。

「Black Forrest」 

『Out of the Forrest』

『Most Much!』

(1963) Roland Kirk – Kirk In Copenhagen / Mercury – SR 60894
Roland Kirk, tenor sax, flute, manzello, stritch, nose flute, siren; Sonny Boy 
Williamson, harmonica #5; Tete Montoliu, piano; Niels-Henning Orsted 
Pedersen or Don Moore, bass; J.C. Moses, drums.
Club Montmartre, Copenhagen, Denmark, October, 1963
B1 Mood Indigo 7:16
B2 Cabin In The Sky 7:45
B3 On The Corner Of King And Scott Streets 4:14

『We Free 
Kings』

『Domino』

盲目という肉体的ハンディキャップを背負いながらも、Rahsaan 
Roland Kirkはそれを欠落ではなく、独自の音楽世界を切り拓く力へ
と変えました。テナー、マンゼロ、ストリッチを同時に吹き、循環呼
吸や特殊奏法まで駆使した彼の演奏は、しばしば驚異的な技巧として
語られます。しかしMercury時代の傑作『Kirk in Copenhagen』の
「Mood Indigo」では、その超人的な技術が前面に出るのではなく、
深い叙情性へと昇華されています。『We Free Kings』や『Domino』
では奔放なアイデアと多重演奏の迫力が魅力でしたが、このライブ録
音ではDuke Ellingtonの名曲を驚くほど静かに、そして慈しむように
歌い上げています。Duke Ellingtonへの深い敬意が感じられ、テナー
のかすれた響きには孤独や優しさ、人間的な温もりが滲みます。激し
い表現で聴衆を圧倒したRoland Kirkだからこそ、その抑制された一
音の重みが際立つのです。数多くの名盤を残した彼のキャリアの中で
も、「Mood Indigo」は技巧の天才ではなく“歌う音楽家”としての
Roland Kirkの本質を伝える、最も美しい演奏のひとつと言えるで
しょう。

『Kirk In Copenhagen』 
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(1983) Gianni Basso - Maestro + Maestro = Exciting Duo / 伊Splasc  – 
LP H 103.1
Gianni Basso, tenor sax; Guido Manusardi, piano.
Recorded on February 20, 1983 - Induno Olona, at the 'Montallegro 
Restaurant' (live recording)
A1 Oleo 6:29
A2 I Can't Get Started 5:09
A3 Bye Bye Blackbird 7:11
A4 Misty 7:03

『Exciting Duo』

『Basso Valdambrini 5』

『Walking In The Night』

Gianni Bassoの『Exciting Duo』は、同じイタリアの名ピアニスト
Guido Manusardiとの円熟した対話が味わえる名作です。若き日の
Oscar Valdambriniとの作品では、クールジャズの影響を受けた端正
で躍動感あふれる演奏が魅力でしたが、本作では長年培われた歌心
と豊かな表現力が際立っています。「Oleo」では、軽快なスウィン
グの中にも余裕と品格が感じられ、バップの名曲を伸びやかに歌い
上げます。一方、「I Can’t Get Started」では、Basso特有の温かく柔
らかな音色が美しく響き、まるで名歌手が物語を語るような抒情性
を聴かせます。Manusardiの繊細なピアノも見事で、二人の呼吸の
合った対話が楽曲に深い味わいを与えています。Valdambrini時代の
瑞々しい情熱に対し、『Exciting Duo』には巨匠ならではの落ち着き
と美しさがあります。イタリアン・ジャズの円熟した魅力が凝縮さ
れた、味わい深い名演です。

　　“When music is over, it’s gone in the air. You can never capture it again.” 
　　（音楽は、奏で終えた瞬間、指先から離れ、空気の中に散っていく。

　　　　 あの息づかいも、あの震えも、もう二度とは戻らない。）
ジャズ 一ノ月（有吉　純）

(1986) Barney Wilen – La Note Bleue / 仏IDA – IDA 010
Barney Wilen, tenor sax; Philippe Petit, Guitar; Alain Jean-Marie, piano; 
Ricardo Del Fra, bass; Sangoma Everett, drums.
Recorded December 1986 at Studio Gimmick, Yerres.
A1 Besame Mucho
4:26
A2 No Problem (L'Habit De Lumière) 4:49
＜以下省略＞Barney Wilenの『La Note Bleue』に収められた「Besame Mucho」
と「No Problem」は、彼の音楽的人生の成熟を象徴する演奏です。
1950年代の『Jazz sur Seine』や『Tilt』の頃のWilenは、若々しい
感性とクールな音色を武器に、アメリカン・ジャズへの憧れを感
じさせる端正なプレイを聴かせていました。また、Miles Davisと
の『Ascenseur pour l'échafaud（死刑台のエレベーター）』のセッ
ションでは、繊細で都会的な叙情性が強く印象に残ります。
それに対し、『La Note Bleue』でのBarney Wilenは、技巧や若々
しい鋭さよりも、人生経験から生まれた深い表現力で聴き手を惹
きつけます。「Besame Mucho」では、テナーの柔らかく枯れた響
きが旋律を慈しむように歌い上げ、若き日のロマンティシズムが
円熟した味わいへと昇華されています。一方の「No Problem」で
は、かつての軽快なスウィング感を保ちながらも、一音ごとに余
裕と風格が感じられます。

『Tilt』

『Jazz Sur Seine』

『 La Note Bleue 』
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■主要ジャズテナーサックス奏者の系譜
① コールマン・ホーキ
ンス系
（構築的・重厚・テ
ナーの祖）

Coleman Hawkins (1904–1969) ー 「テナーサックスの父」
Ben Webster (1909-1973) — 甘さを加えた“泣きの重厚テナー”
Ike Quebec (1918 - 1963)ー南部風のブルースやセクシーなバラードの名手
Yusef Lateef (1920 – 2013) ーマルチ・リード奏者、ムスリム
Dexter Gordon (1923-1990) — モダンに洗練させた王道テナー 
Gene Ammons (1925-1974) — ブルージーで太い音の象徴 
Jimmy Heath (1926-2020) ー 端正なプレイと作曲能力に長けた実力者
Johnny Griffin (1928-2008) —圧倒的スピードで“現代化したホーキンス
Harold Land (1928-2001) — 知的でバランス型の構築テナー
Frank Foster (1928-2011) — ベイシー流の構築型ソロ
Benny Golson (1929-2024) ー 作曲・編曲もこなす洗練されたスタイル
Sonny Rollins (1930-) — 構築力の極致（ホーキンス＋革新） 
Booker Ervin (1930 - 1970) — 黒く硬質なモダン・ホーキンス
Tina Brooks（1932 – 1974) ー夜のブルーノートに一人残ったようなテナー

② レスター・ヤング系
（クール・軽さ・語る
ような音）

Lester Young (1909-1959) ークールで、滑らか、創造的なアドリブ
Buddy Tate  (1913 – 2001) — 安定したスウィング感
Paul Quinichette (1916 - 1983) ーニックネームは「ヴァイス・プレジデント」

Paul Gonsalves (1920 - 1974) — 流れるストーリーテリング 
Wardell Gray  (1921 – 1955) — スウィングとクールの橋渡し 
Illinois Jacquet  (1922 – 2004) ー 初期はレスター影響も強い
Frank Wess (1922 – 2013) ーベーシー楽団の編曲者兼テナー、フルート奏者

Sonny Stitt  (1924 – 1982) ー最高のバップテナー、アルト奏者
Teddy Edwards (1924 - 2003) ー西海岸を代表するテナー奏者の一人
Lucky Thompson (1924 - 2005) — 上品で都会的な流れ
Charlie Rouse (1924 - 1988) ー異才セロニアス・モンクの片腕
Hank Mobley (1930 – 1986) — テナーのミドル級チャンピオン
Lew Tabackin (1940 - ) ー秋吉敏子とビッグバンド
Scott Hamilton (1954 - ) ー遅れてきたストレイト・アヘッドなテナー奏者

③白人テナー系
（クール、ソフィスト
ケート、スウィング）

Zoot Sims (1925 – 1985) ー スウィング感抜群の軽快テナー 
Al Cohn (1925 – 1988) ー ウェストコースト的洗練 
Stan Getz (1927 - 1991) ー 美しい音色の代表格。ボサノヴァでも有名 
Allen Eager (1927 – 2003) ー白人テナーの最高峰の一人
Warne Marsh (1927 – 1987) ー レニー・トリスターノ派の知性型
Spike Robinson (1930 – 2001) ー “温かい現代スウィング派”という位置付け
Richie Kamuca (1930 - 1977) ー「ウエストコースト・ジャズ」の代表プレイヤー

Sal Nistico (1938 – 1991) ー ビッグバンドで育った“爆発系ハードバップ・テナー”
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④コルトレーン系
（スピリチュアル・爆
発・探求）

Sam Rivers (1923–2011) ー 膨大なアイデアを持つマルチ奏者
John Coltrane (1926 - 1967) ー 系譜の“爆心地”
Clifford Jordan (1931 – 1993) ーBlue Noteなど多くのレーベルに名盤を残す
Gato Barbieri (1932 – 2016) ーアルゼンチン出身のテナー奏者、フリー
Wayne Shorter (1933 – 2023) ー ミステリアスな構成と宇宙的な作曲能力
George Coleman (1935 -) ー マイルスグループで活躍した技巧派
Albert Ayler (1936 - 1970) — 原始的フリージャズ 
Archie Shepp (1937 - ) — 政治性と怒りのジャズ 
Joe Henderson (1937 - 2001) ー 構造を崩しながら構築する
Pharoah Sanders (1940 - 2022) — 宇宙的スピリチュアル 
George Adams (1940 - 1992) —ブルース・ゴスペル・フリーが混ざるテナー
Dave Liebman (1946 - ) ーサックス、フルート奏者
Steve Grossman (1951 – 2020) ーフュージョン、ハード・バップ奏者

⑤ブルース／ソウル系
（グルーヴ・湿度・人
間臭さ）

Arnett Cobb (1918 - 1989) ー 前に突き進む圧力が高い
Jimmy Forrest (1920 – 1980) ー“極太R&Bテナー”の流れ
Eddie "Lockjaw" Davis (1922 – 1986 ) — 荒々しいグルーヴ 
Red Holloway (1927 – 2012) — ブルース・ジャムセッションの常連
Curtis Amy (1929 – 2002) ーゴスペルやブルースに根ざした、ファンキーな演奏

David Newman (1933 – 2009) — レイ・チャールズバンドの甘い要
Stanley Turrentine (1934 – 2000) ー太く豪快な音色と、ブルージーな歌心
King Curtis (1934 - 1971) — ソウル／R&Bサックスの象徴的存在
Roland Kirk (1935–1977) ー 驚異的なテクニックのマルチリード奏者

⑥ヨーロッパ系（ハー
ドバップ、クール、フ
リー）

Jan Garbarek（ノルウェー）(1947 - ) ー「歌う」より“風景を描く”タイプ
Trygve Seim（ノルウェー）(1971 - ) ー静謐系、ECM色が濃い
Jesper Thilo（デンマーク）(1941 - ) ー北欧に生まれたベン・ウェブスター
Hans Koller (独) (1921 - 2003) ーヨーロッパのモダン・ジャズを立役者
Tubby Hayes（英）(1935 - 1973) ー英国ジャズ史の重要人物
Evan Parker（英）(1944 - ) ーフリージャズの巨人循環呼吸の鬼
John Surman（英）(1944 - ) ーECM的空間派、フォーク感覚が独特
Courtney Pine（英）(1964 - ) ー“ロンドン現代ジャズ”の先駆け
Guy Lafitte（仏）(1927 - 1998) ーフランス的な洗練より“泥臭さ”が勝つ
Barney Wilen（仏）(1937 - 1996) ークール派＋ヨーロッパ的叙情、映画
Gianni Basso（伊）(1931 – 2009) ー“ベン＋ハードバップ融合型”の完成形
Max Ionata（伊）(1972 - ) ー現代イタリアの中心的テナー

⑥日本ジャズ

松本英彦 (1926 - 2000)ー日本的スウィングの完成形
宮沢昭 (1927 - 2000)ー繊細で都会的なクールジャズ
武田和命 (1939 -1989) ー日本ジャズ史でも異質な“爆発型テナー”
峰康介 (1044 - ) ー構築と浮遊感のバランス型。現代日本ジャズ 
川嶋哲郎 (1966 - ) ーただ今絶好調！
馬場智章 (1992 - ) ーNY直結型の現代派。太い音と現代ビート感覚 

⑦ 現代コンテンポラ
リー系
（構造×感性のハイブ
リッド）

Bob Berg (1951 - 2002)ーコルトレーン〜ブレッカー系の豪快派 
Joe Lovano (1952 -) ー （白人）現代モダン構築の中心人物
David Murray (1955 -) — フリーと伝統の融合
Branford Marsalis (1960 - ) ー構築＋自由＋現場感覚の融合
Eric Alexander (1968 - )ーハードバップ継承者
Joshua Redman (1969 - ) — バランス型現代ジャズの中心 
Kamasi Washington (1981-) ―ジャズとヒップホップ、ソウルの融合
James Carter (1969 - ) ―あらゆるサックスを吹きこなし、歴史を総括する
Chris Potter (1971 - ) ー （白人）驚異的なテクニックと現代的なライン
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